
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生がリード ３校合同の引き取り訓練 

８月２９日（火）に、志木中学校区及び志木第二中学校区

では３校合同緊急時引き渡し訓練が実施されました。 

平成２９年度から小中一貫教育を推進している志木第二

中学校区では、その当時から訓練では、中学生が小学生を引

き取り、地域防災の一員としての意識を育成してきました。  

また、志木中学校では近年、防災教育をテーマに校内研修

を進めており、その一環としても実施しております。 

各小学校に弟妹がいる中学生は小学校に移動し、引き取り

後、通学路の安全を確認しながら、一緒に下校しました。 

実際に大地震が発生した場合は、中学生も地域防災を担うことが考えられます。いざという時の

ために、日頃から小学生と中学生がお互いに顔なじみになっておくと同時に、同じ中学校区の教職

員同士が協力し合うことも災害時には大切になります。 

【お問い合わせ先】志木市教育委員会学校教育課・教育改革グループ 

本ニュースや小中一貫教育について、御意見や質問等がございましたら御連絡ください。 
 https://www.city.shiki.lg.jp/site/syotyuikkan/
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令和７年度から始まる小中一貫教育に先立ち、宗岡

第二中学校区（宗岡小・宗岡三小・宗岡二中）で、令

和６年度から３校が同じテーマで研究を進めること

となりました。 

全国においても、小・中学校が同一のテーマで研究

を進めている一貫教育の学校は、ほとんどないそうで

す。９年間の義務教育の中で、小・中学校が同じ方向

で子供たちを育てていく素晴らしい取組ではないで

しょうか。 

 外国語の部会では、３校で時間割を共有し、オンラ

インを活用した乗り入れ授業や小・小、小・中合同授

業を実施する予定を話し合いました。 

小学校６年の最後の学習では、小・小連携の学習発表を予定するとのことです。小学校段階か

ら２校の子供たちが学習を通して交流し、同時に先生同士も交流することで、９年間の系統性・

連続性のある教育活動となり、中学校区全体が盛り上がることを期待しています。 

３校合同の校内研修テーマを熱心に協議する先生たち 

小学生を安全に下校させる中学生の姿は頼もしいです 
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